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　このような基準に反対している。
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　137頁、浦田啓一「判批」警察公論51巻11号（1996年）126頁。なお、Klenge1／Hecker，a．a．0．，
　S．247．Barbara　Breuer，Anwendbarkeit（1es　deutschen　Strafrechts　auf　exterritorial　hande1－
nde　Intemet－Benutzer，MMR1998，S．144は、基準として、刑法典第7条の国籍要件の援用を
提案している。Kienle，a．a．0．，S．173ffは、同条の同一の規範の原則の援用を提案している。
　さらに、vg1．，Lagodny，a．a．0。，S．12001Bremer，a．a．0．，S．219ff．
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，Rdnr．4041Kienle，a．a．0．，S．168ff．、大塚裕史「国境を越える犯罪と刑法の適用」海上保安国
際紛争事例の研究第1号（2000年）108頁、岩間康夫「インターネット犯罪と遍在主義」刑法
雑誌第43巻第1号（2003年）164頁、同・前掲大阪学院68頁以下、同「刑法の場所的適用に関
　する遍在主義の制限について」大阪学院大学法学研究第二五巻第二号（1999年）12頁以下、山
　口厚「越境犯罪に対する刑法の適用」松尾浩也先生古稀祝賀論文集上巻（有斐閣・1998年）
　420頁。なお、Breuer，a．a．0．，S．144。l　Thomas　Lehle，Der　Erfolgsbegriff　und　die　deutsche
Strafrechtszustandigkeit　im　Intemet，H：artung－Gorre，1999，S．174ff，189fは、立法論を提
案している。
